
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 口 県 

 サポートファイルについて 

 フ ェ イ ス フ ァ イ ル 

 幼 児 期 フ ァ イ ル 

 学 齢 期 フ ァ イ ル 

 青 年 期 ・ 成 人 期 フ ァ イ ル 

 マ イ フ ァ イ ル 

「共に 生きる」意味を ひとりひとりが 考え、 

みんなが 手をつなぐ 社会で あってほしい 

という 願いを 込めて… ♥ ♥ ♥ 



表－１ 

 

サポートファイルについて 

（作成
さくせい

の目的
もくてき

） 

 

★ このファイル
ふ ぁ い る

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

や 支援
しえん

の必 要
ひつよう

な人
ひと

が、生 涯
しょうがい

にわたり 安 心
あんしん

で安 全
あんぜん

な生 活
せいかつ

を送
おく

ること、 教 育
きょういく

をはじめとして 一 貫性
いっかんせい

のある支援
しえん

を 受
う

けられることを 願
ねが

い、作 成
さくせい

しまし

た。 

★ このファイル
ふ ぁ い る

に、健 康
けんこう

や育
そだ

ち・暮
く

らし・特 性
とくせい

などを 記録
きろく

しておき、ご本 人
ほんにん

のことをよく知
し

って

もらうため、それぞれにあわせて選択
せんたく

して 更
さら

には必要
ひつよう

に応
おう

じて 追加
ついか

や作 成
さくせい

をし、活 用
かつよう

してくだ

さい。 

★ このファイル
ふ ぁ い る

は、ご本人
ほんにん

または保護者
ほ ご し ゃ

が管理
か ん り

します。また、記入
きにゅう

については、ご家族
か ぞ く

や支援者
しえんしゃ

など 

ご本人
ほんにん

のことをよく知
し

っている人
ひと

が 行
おこな

ってください。 

★ このファイル
ふ ぁ い る

は、ご本人
ほんにん

の成 長
せいちょう

や 変化
へ ん か

に 伴
ともな

い、時々
ときどき

書換
か き か

えをすることが 必要
ひつよう

です。 相談
そうだん

機関
き か ん

・

学校
がっこう

・福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

・行 政
ぎょうせい

の窓口
まどぐち

・医療
いりょう

機関
き か ん

などで、このファイル
ふ ぁ い る

を提
てい

示
じ

していただき、

確認
かくにん

・見直
み な お

しを一緒
いっしょ

にしてください。（支援者
しえんしゃ

の方々
かたがた

は、ご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

い致
いた

します） 

 

 

【個人
こ じ ん

情 報
じょうほう

保護
ほ ご

について】 

★ このファイル
ふ ぁ い る

には、ご本人
ほんにん

の個人
こ じ ん

情 報
じょうほう

はもとより、支援者
しえんしゃ

や関係
かんけい

機関
き か ん

に関
かん

する情 報
じょうほう

が 多
おお

く含
ふく

ま

れていますので、使用
し よ う

時
じ

は  プライバシー
ぷ ら い ば し ー

に 十 分
じゅうぶん

 配慮
はいりょ

して 慎 重
しんちょう

に 取
と

り 扱
あつか

ってください。 

★ 使用
し よ う

にあたっては、ご本人
ほんにん

 または 保護者
ほ ご し ゃ

が許可
き ょ か

した支援者
しえんしゃ

だけが サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

を 活用
かつよう

でき

ます。 

★ 第三者
だいさんしゃ

に情 報
じょうほう

を提
てい

供
きょう

すること、またコピー
こ ぴ ー

などして 二次的
に じ て き

に使用
し よ う

する場合
ば あ い

は、必
かなら

ず ご本人
ほんにん

 ま

たは保護者
ほ ご し ゃ

の承 諾
しょうだく

を得
え

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで言
い

う「保護者
ほ ご し ゃ

」には、親 権者
しんけんしゃ

や 後 見人
こうけんにん

のほか、施設
しせつ

利用者
りようしゃ

にとっての施設
しせつ

の管理者
かんりしゃ

等
など

、親 権者
しんけんしゃ

に 準
じゅん

ずる立場
たちば

で本 人
ほんにん

支援
しえん

を 行
おこな

っている方
かた

も 含
ふく

まれます。 



表－２ 

 
サポートファイルの記入にあたって（保護者の方へ） 

 

１．サポートファイルの構成 

 
 
 
 
 
 
 
 

２．サポートファイルは、幼児期・学齢期・青年期成人期・マイファイル(ご本人用)の ４つに分けて、

年齢や状況・支援の目的に応じて使えるよう、またご本人が使えるよう各種シートを用意しています。

必要なシートを選んで提示することで、支援に必要な情報を効率的に提供することができます。 

３．保護者は、サポートファイルを使ってみようと思ったときから気負わずに書き始めてください。サ

ポートファイルの使用は義務ではありません。負担が大きいと感じたら、まずはフェイスファイルと

各期ファイルの基本シートを作成してみましょう。 

４．サポートファイルの様式・記入欄は、必要と思われる事項を想定し作成していますが、保護者が必

要と感じる箇所だけ記入されても結構です。 

５．フェイスファイルは、ご本人にとって大切な内容を記載するようになっています。これを記入する

ことで支援者に必要な基本情報を提供することができます。分からないことについては支援者に協力

してもらいながら書きましょう。 

６．ご本人の成長とともに記入した内容を書き加えたり、書き直したりすることが必要となりますが、

そのときは関係機関の担当者などと一緒にご本人の現状を確かめながら書きましょう。 
 

☆ 幼児期・学齢期の場合…例えば年度初めに、療育の支援者や担任の先生と。 
 

☆ 青年成人期の場合 ……障害福祉サービスの更新時や障害程度区分の聞き取り調査時などに、障

害福祉担当者と。また必要に応じて障害福祉サービス事業所の担当者な

どと。 

７．足りないページがあれば追加したり、余白を活用したり、写真やカードを差し込んだり、また様式

のほかにも支援に必要な情報（個別支援計画・個別の教育支援計画など）を差し込むなど、自分にあ

った使い方をしてみましょう。 

８．古いページも捨てずに取っておきましょう。あとで貴重な成長の記録となりますので大切に保存し

ましょう。 

９．様式はインターネット経由で山口県のホームページからダウンロードが可能です。それにより、画

面上で直接様式に書き込んで印刷することも可能です。 

10．記入にあたっては、「××できません」だけでなく「××できませんが○○はできます」とか   

「△△すれば○○できます」という書き方をしましょう。 
 

ファイル名 ファイル内容 

★ サポートファイルについて (前文) ・作成目的 ・取扱説明 ・個人情報保護 

・ファイル構成と保管について 

★ フェイスファイル ・基本情報 ・生育歴 ・医療情報 

・福祉情報 ・所属相談歴 

★ 各期ファイル 

（・幼児期 ・学齢期 ・青年期成人期 ・ご本人用 ） 

・基本シート 

・詳細シート 



表－３ 

ファイルの構成
こうせい

と保管
ほ か ん

方法
ほうほう

について 

 

▽ このサポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

は、基本的
きほんてき

に 「クリアファイル
く り あ ふ ぁ い る

」という 文具
ぶ ん ぐ

に 差
さ

し込
こ

んで 

保
ほ

管
かん

することを 前提
ぜんてい

と しています。 

▽ 印刷
いんさつ

する 用紙
よ う し

は、通 常
つうじょう

の コ
こ

ピ
ぴ

ー用
よう

の 「A
えー

４
よん

サイズ
さ い ず

」という 用紙
よ う し

で 十 分
じゅうぶん

です。 

▽ クリアファイル
く り あ ふ ぁ い る

は、文房具店
ぶんぼうぐてん

等
など

での市販品
しはんひん

に下
した

の写真
しゃしん

（差
さ

し替
か

え式
しき

クリアファイル
く り あ ふ ぁ い る

）

のようなものが ありますので、購 入
こうにゅう

して使用
し よ う

して下
くだ

さい。その際
さい

、これから 保管
ほ か ん

をしてゆく中
なか

で 少
すこ

しずつファイル
ふ ぁ い る

が 増
ふ

えていくことを 考
かんが

えて、適当
てきとう

な厚
あつ

さの物
もの

を 選
えら

んでください。 

 

 

 

 

▽ ダウンロード
だ う ん ろ ー ど

するファイル
ふ ぁ い る

の 印刷
いんさつ

余白
よ は く

の設定
せってい

は、上下
じょうげ

左右
さ ゆ う

とも 15 m m
みりめーとる

になっ

ています。ファイル
ふ ぁ い る

の用紙
よ う し

だけでの ホッチキス
ほ っ ち き す

綴
と

じや「２
に

穴式
けつしき

バインダー
ば い ん だ ー

」で 使用
し よ う

する際
さい

は、余白
よ は く

に お気
き

を付
つ

けください。 

▽ よく使
つか

うファイル
ふ ぁ い る

は、コピー
こ ぴ ー

をとって、「20枚
まい

綴
とじ

ファイル
ふ ぁ い る

」のようなもので、その目的
もくてき

別
べつ

（お医者
い し ゃ

さん用
よう

や 学校用
がっこうよう

など）に 別冊
べっさつ

を 作
つく

ると、より便利
べ ん り

です。 

▽ パソコン
ぱ そ こ ん

を 使用
し よ う

できる方
かた

は、ファイル
ふ ぁ い る

をダウンロード
だ う ん ろ ー ど

して、直 接
ちょくせつ

入 力
にゅうりょく

すること

も できます。レイアウト
れ い あ う と

崩
くず

れに 注意
ちゅうい

しながら 各自
か く じ

の責任
せきにん

で 活用
かつよう

してください。 

▽ 挿絵
さ し え

の「ちょるる」の 使用
し よ う

については、このファイル
ふ ぁ い る

への添付
て ん ぷ

 及
およ

び印刷物
いんさつぶつ

につい

ての許可
き ょ か

を 得
え

ておりますが、その他
ほか

の目的
もくてき

で使用
し よ う

するためには、山口県
やまぐちけん

の許可
き ょ か

が 

必要
ひつよう

ですので ご注意
ちゅうい

ください。 



 

 
 

「手をつなごう！サポートファイルやまぐち」の完成に寄せて 
 
 このたび、平成 23 年度山口県委託事業として、「手をつなごう！サポートファイルやまぐち」

が完成いたしました。これが障がいのある人や支援の必要な人の支援ツールとして、活用してい

ただけることを切に望んでいます。編成を行う中で、書きやすくするために膨大なページ数にな

りましたが、全てに記入する必要はありません。ご本人の年齢に合わせて、必要な所を記入して

いただき、それぞれの場面に応じたサポートファイルを作って、活用していただければと思って

います。 

 

「手をつなごう！サポートファイルやまぐち」は、『作ること、持つこと』自体にも意味があ

ると思っています。作っていく過程で、保護者が何を記録しておいたらよいかが、わかってくる

と思いますし、相談の場で、支援者に何を話せばよいかもわかってくると思います。定期的に記

録を書き換えることにより、お子様の成長記録にもなります。親亡き後のお子様への思いを伝え

るものにもなりうると思います。 

 

例えばファイルを通じて、学齢期から青年･成人期への継続または連続した支援を受けやすく

なったり、ご本人と家族、支援者の連携が深まっていくというかたちで「実際に人の役に立つ、

生きたサポートのツールになること」が一番の願いです。 

保護者の皆様、ひとりで作ろうとしないで、身近な支援者と共に、このファイルを作り上げて、

思いを詰め込んで下さい。そうした作業を通じて、ご本人の新たな一面を見出すこともできるの

ではないでしょうか。 

 最後になりましたが、「手をつなごう！サポートファイルやまぐち」の作成にご協力いただい

た全ての皆様に、衷心より厚くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

平成２４年 ３月 吉日 

検討委員会委員長 佐 藤   潔 

 

 

財団法人 山口県手をつなぐ育成会 

サポートファイル検討委員会 
（順不同） 

 

大 嶋 宏 史（山口県手をつなぐ育成会） 

佐 藤   潔（王 司 山 田 園）   岩 崎 泰 経（山口県発達障害者支援センター） 

錦 谷 浩 文（萩 市障 害者 支援 施設 さ ん み 苑）   田 中 里 美（山口市手をつなぐ育成会阿知須支部） 

藤 中 英 紀（障害者就業･生活支援センター蓮華）   岸 田 あすか（NPO 法人シンフォニーネット） 

近 藤 輝 美（本人部会 きららの会）   桶 本 泰 仁（き ら ら の 会  支 援 者） 

藤 岡 直 樹（山 口 県 教 育 委 員 会）   山 本   徹（山口県障害者支援課） 

藤 田 久 美（山 口 県 立 大 学）   浜 本 秀 子（県 育 成 会 事 務 局） 


